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注２） ：カウントされない農薬（天敵、天然系農薬等の非化学合成農薬）　　

注３）本圃の土壌消毒に薬剤を使用する場合は散布回数に別途加算が必要．

注１）散布回数のカウントは苗から開始．農薬の剤型 ＷＰ：水和剤、ＥＣ：乳剤、ＳＰ：水溶剤、ＷＤＧ：顆粒水和剤、F：フロアブル、ＤＦ：ドライフロアブル、Ｇ：粒剤．

成分回数合計 10
注１）散布回数のカウントは親株からランナーを切り離した時点から開始．各農薬の丸数字は成分数を示す．農薬の剤型 F：フロアブル、ＷＰ：水和剤、ＷＤＧ：顆粒水和剤、Ｇ：粒剤、ＥＣ：乳剤．　

注）ゲッタ：ゲッター水和剤、アントラ：アントラコール水和剤、デラン：デランフロアブル、ベルク：ベルクート水和剤、ストロビ：ストロビーフロアブル、パンチ：パンチョＴＦ顆粒水和剤、サンヨ：サンヨール、サルバト：サルバ
トーレＭＥ液剤、アミスタ：アミスター20フロアブル、トリフ：トリフミン水和剤、アカリ：アカリタッチ、ルビゲン：ルビゲン水和剤、リドＭ：リドミルＭＺ水和剤、ランマン：ランマンフロアブル、陽熱＋クロピ：太陽熱消毒＋クロル
ピクリン処理、コロマイ：コロマイト水和剤、マイトコ：マイトコーネフロアブル
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うどんこ病

灰色かび病

うどんこ病 イ
オ
ウ
Ｆ

同
時
防
除

３月 ４月 ５月
散布
成分
回数切離 育苗床

本　圃

ビニル被覆・開花 収穫・加温開始 サイド解放

佐賀県特別栽培農産物認証制度に対応したイチゴ病害虫の総合防除体系（例）

病害虫

８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月

うどんこ病との同時防除

うどんこ病は10～11月の初発前か
ら徹底防除（２週間間隔で異なる
薬剤を体系散布する、イオウフロ
アブル2,000倍は汚れ防止のため
開花前までに使用）

育苗期のポイント

・健全親株の使用
・各病害虫を親株
床から徹底防除
・ランナー切離し

は8月上中旬に
（散布回数削減）

ハダニ類は
「有効薬剤＋天敵の体系防除」

マルチ前にモスピラン粒剤
を処理した後、天敵（アフィ
パール）を処理する

ヨトウ類は天井ビニル被覆
前から徹底防除する

うどんこ病の発生は減少するが３月
以降の発生を抑制するため、灰色か

び病との同時防除を行う

うどんこ病の発生が少ない場合は１ヶ
月間隔で散布、発生が多い場合は散
布間隔を短縮する

うどんこ病は育苗期か
ら防除(イオウフロアブ
ルは展着剤無加用で
2,000倍散布)

・３月までにハダニが増加した場合は
マイトコーネフロアブルを散布後、天敵を再放飼する

・４月以降に増加した場合は化学剤で対応

花への寄生状況を確認し少
発生時に防除


